発信機使用方法

発信機のコネクタをレシーバーの空きチャンネルに差し込みます。

レシーバーの電源が入っている間、発信機は発信します。

発信機本体および発信機のアンテナは、機体レシーバーのアンテナからできるだけ離して装着してください

発信機のアンテナはプラスドライバーの先端等に巻きつけて適当にコイル状にして搭載します。
（なるべくアンテナ線を伸ばした方が発信機の信号到達距離は伸びます）
受信方法

受信機付属のアンテナを受信機にセットして受信機の電源を入れます。

（伸縮式ロッドアンテナの場合は長さを５０ｃｍに調整します。５０ｃｍ以下の短いローディングタイプアンテナの場合は受信感度が多少落ちますので、１４４ＭＨｚ帯対応のアンテナのご使用をお勧めします）。

上記の要領で発信機を動作させます。

受信機の周波数を発信機の発信周波数にセットします。

受信モードはＳＳＢまたはＡＭまたはＦＭ（ナローＦＭ：ＦＭＮまたはＮＦＭ）にセットします。
この時点でピーピー（ＳＳＢ）またはザッザ（ＡＭ・ＦＭ）という発信機の間欠発信音が聞こえます。
音量は聞きやすい大きさにセットします。スケルチはＯＦＦになる方向にツマミを回しておきます。
発信機から数十ｍから百ｍ位離れて、下図のように肘を直角に曲げて自分の胸より少し低い位置に受信機を垂直に立てて持ちます。

この状態で足元を中心にその場でゆっくり回転していくと発信機を向いた方向で一番音が大きくなります。

（図のように発信機と反対側の方向を向くと、自分の体により後ろからの電波は遮断され弱くなります）

発信機との距離が近くなり、発信機の信号が強すぎて方向が特定できない場合は受信機のＡＴＴ（減衰器）機能を働かせます。（ＡＴＴ機能のない受信機もあります）
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それでも強すぎる場合はアンテナをはずしてクリップ等をアンテナがわりにする方法もあります。

アマチュア無線用のヤギアンテナを使用すると探索距離がかなり伸ばせます。また方向もしぼりやすくなります。実際に色々試して一番方向を確認しやすい方法を調べてみてください。
受信機の詳しい使用方法につきましては受信機の説明書をご覧ください。

ご注意！
発信機は周波数の関係上からも機体の受信機に影響を与えることはほとんどありませんが、機体にセットした場合は発信機が受信機に影響を与えないか、地上で充分な距離テストを必ず行ってください。

本機を搭載したことにより万一、故障・事故等が発生しても、当方において責任は一切とれませんのでご了承ください。
発信機





外部ヤギアンテナ使用時





本体ロッドアンテナ使用時





発信機の信号が強くて方向が定まらない場合は、逆に信号が一番弱くなる向きを探します。


その時、自分の真うしろが機体のある方向となります。








